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六 郷 ろくごう

６／５(土)郡小学生陸上競技大会
選手それぞれが他校の選手と
競い一生懸命に頑張りました！

秋田県営陸上競技場を会場にして、大仙・仙北

小学生陸上競技大会が行われました。これまでの

エンジ色のタータンから、青色のタータンに張り

替えられたすばらしい会場でした。

４年生以上の２５名が参加しました。エントリ

ーした種目は、男子コンバインドＢ（複合競技）、

各学年の男女１００ｍ走、女子８００ｍ走、男子

１０００ｍ走、男女混合４×１００ｍリレーです。

短い期間の限られた回数でしたが、放課後の練習

に取り組み、当日の大会に向かいました。

挑戦した気持ち、思いっきり取り組んだ経験、

自分の出番に合せて体調や気持ちをコントロール

する経験、他校のすばらしい選手の「走・跳・投」

に刺激を受ける機会、悔しさやよりよくという気

持ちをもつこと……など、どれもが自分を高めて

くれる得難い経験だったと思います。

参加にご理解をいただき、送迎等を行っていた

だきましたご家庭の皆様に感謝申し上げます。

入賞者の紹介

○４年女子１００ｍ 第４位 ○○ ○○

○男子コンバインドＢ 第５位 ○○ ○○

○男女混合４×100mＲ 第３位 六郷小Ａ

○男女混合４×100mＲ 第５位 六郷小Ｂ

６／８(火) 聖火リレーを観覧！
美郷町を巡った聖火リレー。２会場に分かれて、

本校の児童も観覧しました。

４年生と５年生は、リリオス前でオープニング

セレモニーに参加後、沿道に一列に並んで、聖火

ランナーや関係大型バス等に旗を振って応援しま

した。沿道の応援後は公民館に移動し、大型スク

リーンで次の会場の様子を観覧しました。１～３

年生は、学校内で学年ごとに映像で観覧しました。

次の会場、美郷中学校グラウンドでは、６年生

が観覧しました。オープニングセレモニーの後、

３周する聖火のトップバッターは、美郷中の生徒

会長です。自転車で聖火を運びました。その後方

支援として、中学生３名、小学生各校の男女１名

ずつが、サポートランナーを務めました。

記事や写真は、裏に続きます。



最後に、来賓のタイ国大使様から、モニターで

の挨拶がありました。コロナ対応で、安全面に配

慮したセレモニーや聖火リレーでした。午前の雨

から一転、晴天の下で無事にリレーができました。

子どもたちそれぞれにも心に残る機会となった

ことと思います。

【美郷中グラウンド会場でのサポートランナー】

【リリオス前から沿道での応援】

６／８(火)～９日(水) １年・６年
「人権の花」苗を植えました！
今年度も、人権擁護委員会と美郷町住民生活

課の支援を受けて、「人権の花」植えを行うこと

になりました。ねらいは、次のとおりです。

・花の栽培を通して、生命の大切さと思いやりの

心を醸成する。

・異学年の交流から、よりよい関わり方を学ぶ。

・地域の方々との活動をとおし感謝の心を培う。

１年生は色の帽子、

６年生はハチマキを

して、４つの色ごと

ペアになって集合し

ました。

ふれあい委員会の

司会で、始めの会を

しました。人権擁護

委員の方からもお話

をいただきまた。

いよいよ、花壇に

出て植え始めると…。

ポツポツ雨が降

り出しました。強

くなりかけたとろ

で、屋根の下に避

難し雨のやむのを

待ちましたが、雷

も鳴る天候になっ

てしまいました。

やむなくこの日

の植え付けは中止

としました。

雨宿りの場面で、

自然に１年生の面

倒をみる６年生の

姿に感心しました。

次の日の４校時、１年生と６年生が無事に植え

付けをし、終わりの会を行い締めくくりました。

事前準備をしてくれた６年生、司会進行のふれ

あい委員さん、ありがとうございました。

両学年、今後のお世話もよろしくお願いします。

６／９日(水) 所長等訪問で、
全校授業を見ていただきました
南教育事務所仙北

出張所長、副主幹、

南教育事務所主任指

導主事の３名が、来

校されました。

学校経営説明の後、

２時間にわたり全学

級の授業を参観して

いただきました。

授業参観の後、３

名の皆様からは、次

のようなお話があり

ました。

・とても落ち着いて、

授業に楽しそうに

取り組んでいる。

・「分かった」から「で

きる」を意識した

授業が行われてい

る。

・子どもたちの学ぶ意欲を感じた。

・算数の板書など、構造的で分かりやすい。

・子どもたち、先生方の表情がよい。子どもを生

かしている。

また、タイムリーな声かけをこの後も心がけて

子どもたちを育ててほしい。「分かりやすく、簡

単に」を目指す本校の努力を、この後も続けてほ

しいといった助言をいただきました。


